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の状況が関与する性質のものとみることができる。

第5図において，回帰線からかなり離れて多いもの，

また少ないものがあるが，これは幼穂形成期（幼穂長

が1mmに達した日）前10日間の最低気温が関与して

いるものと思われる。この最低気温が17℃以下では

着生を少なくし，21℃以上では有利であることが認

められ，二次的にはこの時期が重要視されるようであ

る。

4．　あ　と　が　き

稲作期間の気象の推移は年々異なり，年次的に同一

である場合はきわめて少ない。これがいうまでもなく，

収量に変動をもたらす原因であり，栽培上の開題点で

もある。これを克服するためには，まず水稲生育の気

象に反応する性質を的確にとらえることに始まるもの

と考えられる。

水稲生育と気象との関係については，すでに数多く

の知見が得られているが，しかし多くの場合，その知

見が相互に関達しにくい場合が多く，気象の何が水稲

生育を規定ずけているかを統一的にみることに欠ける

ものがあったのではないかと思われる。

ここでは水稲の，気象によってもたらされる生育の

性質を明らかにし，その性質を規定ずける気象上の要

因を摘出することによって，生育に対する気象の関与

のしかたをとらえようとしたものである。掠数の根幹

である分けつ，特に移植後の分けつは，分けつ期間の

気象のうち移植後10日間の気象によって，発生数，

発生時期が規制され，最高茎数のレベ′レが決定ずけら

れる性質のものであることが知られ，また有効茎歩合

も，この分けつ発生の性質と深く関連するものである

ことが兄いだされた。

1穂仝級数は，一般に棟数との相反性が考えられて

いるが，とするたらは単位面積当り籾数はつねに一定

値をとり変動がないということになるが，この作況試

験結果によれは，棟数，1穂金粉，数とも多い事例が

あり，反対に少ないケースもある。このことからみて，

1穂仝籾数は分けつ性とは別個に成り立つことも考え

られ，この解析からはすでに幼穂が形成される前段の

生育を注目すべき結果が得られた。以上のことからみ

て，棟数，1穂仝級数の成立は，生育過程で気象が生

育に対し，支配的に作用する時期があり，これが生育

の性質を決定ずけるものであろうと思われる。

しかし，これはある条件の下における水稲生育の性

質の一例であり，すべての水稲生育に適用されるもの

ではない。たとえば1徳仝籾数で，幼穂が形成された

後を重視すべき水稲生育が存在するかもしれない。こ

の解析は，施肥レぺ′レが低く，比薮的おそい作牢とい

う条件の下における生育の性質について巨視的にとら

えたものであるが，この種条件下における生育はほぼ

類似の生育を示すところから，この結果を適用して誤

りはない。だが近年のように耐肥性の強い品種の導

入，多肥化作牢の早期化されている水稲生育は，生態

がかなり異なってきているものと思われ，この結果を

即応させるには多少の危険が感じられる。この点の解

明にはデータが若干不足している現状にあるが，これ

を手かかりとして，さらに追求することによって，よ

り広汎な生育の性質が得られ，生育に対する視点がよ

り明らかになるものと考えられる。

水稲品種の養分吸収と乾物生産の地帯性

鈴　木　光　喜・三　浦　昌　司・野　口　　巌

（秋田県鼻試）

1．　ま　え　が　き

秋田県稲作地帯区分では気象条件，地形，土壌型，

水質を基準として，県内を北鹿，山本，秋田，由札

仙北東部，仙北西部，雄平の7地帯濫区分しているが，

筆者らはこれら各地帯における水稲の養分吸収と生育

様相の特徴を明らかにして，期待する生育型への接近

技術を確立するため，1989年よりリズム稲作確立に
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関する試験を実施したのでその結果を報告する。

2．　試　験　方　法

1．試験地：山本，仙北西部を除いた　5　カ所

第1表　　試験地の　概要

で，　試験地の概要は第1表のとおりであ

る。

地 帯 区 分 試 験 地 の 位 置 地 質 ． 地 形 土　　 壌　　 塾

北　　 鹿 大　 館　 市 長 木 川 沖 療 （洪 乗 合 地 崖 下 ） 黒 色 土 壌 粘 土 火 山 腐 植 型

秋　　 田 秋　 田　 市 雄 物 川 沖 積 自 然 堤 防 黄 褐 色 土 壌 粘 土 満 俺 塾 ．

由　　 利 本 荘 市 三 条 子 吉 川 沖 積 低 位 河 岸 段 丘 強 グ ラ イ 土 壌 強 粘 土 班 鉄 型

仙 北 東 部 中 仙 町 上 鳥 野 仙 北 東 部 ， 扇 状 地 扇 端 黒 色 土 壌 ， 粘 土 火 山 腐 植 型

雄　　 平 平 鹿 町 浅 舞 皆 瀬 ， 成 瀬 川 複 合 扇 状 地 扇 端 黄 褐 色 土 壌 粘 土 構 造 造 型

2．試験区の構成

（1）施肥設計：生育に特に大きく関与する廿を重

点に次の設計で実施したが，各試験地の施用

軋量は地域性により第2表の如くした。

第2表　試験区構成 単位：（晦／10a）
項

か ＼ 目

N

P 2 0 5 K 2 0

基

肥

中 穂 減 頼

霊 験 区

地

間

追

肥

首

分

化

期

分

期

梯

期

大
無 窒 素 区 0 0 0 0 0 1 1 1 1

前 期 重 点 9 2 D 0 0 〝 〝

舘
中　 〝 る 5 5 0 D 〝 〝

後　 〝 ‘ 0 2 5 2 〝 〝

秋

田

無 窒 素 区 0 0 0 8 0 1 0 1 0

前 期 重 点 8 2 0 0 0 〝 〝

中　 〝 5 5 5 0 0 〝 〟

後　 〝 5 0 2 5 2 〝 〝

本

荘

無 窒 素 区 0 0 D 0 ロ 7 ．5 7 ．5

前 期 重 点 占 1 ．5 0 0 0 〝 〝

中　 〝 4 1 ．5 2 0 0 〝 〟

後　 〝 4 0 1．5 1，5 1 ．5 〝 〝

中

仙

無 窒 素 区 0 0 0 0 0 7 ．5 7 ．5

前 期 重 点 占 1 ．5 0 0 0 〟 〝

中　 〝 4 2 2 2 0 〝 〟

後　 〝 4 0 1 ．5 1 ．5 1 ．5 〝 〟

平

鹿

無 窒 素 区 0 0 0 0 0 9 9

前 期 重 点 7 2 0 D D 〟 〟

中　 〝 4 5 5 0 0 〟 〝

後　 〝 4 0 2 5 2 〟 〟

注．堆肥1，000，珪カ′レ90，各試験地共通

（2）供試品種：レイメイ早生穂重型，トヨニッキ

中晩生偏席数型。

（3）1区面積と連制：50†げ，2達制

（4）主な耕種概要（第5表）

第5表　主な耕種概要

　 試 験 地

項　 目
大 館 秋　 田 本　荘 中　仙 平 鹿

青　　 首　　 方　 法 畑 畑 折 黄 畑 折 衷

移 植　 期 （月　 日 ） 5．2 4 5．2 8 5．2 1 5．2 0 5．2 2

栽植密度 （株／〝㌔） 2 1．8 2 1．8 1 9．4 2 1．8 2 1．8

古．試験結果および考察

1．各試験地での気象概況

各試験地における気象概況についてみると，まず活

着と初期生育は低温のため著しく抑制され，秋田が日

照時間やゝ多く，気候萱熱量示数も大きい。各試験地

での萱熟気温はレイメイは21．2～25．2℃，トヨ二シ

キは19．4～22．5℃であった。

2．養分吸収の地帯性
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第1図　　無N区によるIl吸収推移
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無Ⅳ条件下で生育した稲の時期別N吸収経過を第1

園に示した。トヨニシキは初期の吸収量が多く，レイ

メイとは異なった様相がみられる。また両品種とも試

験地によって著しく異なり，吸収量は本荘＞中仙＞秋

田＞平鹿＞大館となり，試験地間の養分吸収の差が明

らかに認められた。そして，これは前期重点施肥区に

っいてみてもその傾向は一致した。このようなN吸収

丑の多少は土壌のNH4－がの生成量と一致している。

各試験地における水稲のy吸収量中，地力封の占め

る割合は55～85％で本荘が特に高く，次に中仙で

あった。これら地力Nの生成量は土質，土性および温

度によって異なることはいうまでもない。地力町発現

豊の多いものほど施肥Nの利用率は低下しているが，

それも従来の結果と同じであった。

次に，施肥Nの肥効発現の期間が品種によって，ど

のように異なるかを検討した。まず簡単に前期重点区

に生育した稲の旬別町吸収量が，無N条件で生育した

稲のy吸収量に接近する時から施肥Nが減少し，それ

以降地力封に依存するものとすれば，その時期は地帯

によって若干異なるが，品種についてもトヨニッキは

レイメイより2旬以上早く地力Nへの依存の強いこと

が認められた。このことは年次によっても若干変化す

るものと思われるが，しかし，トヨニシキはレイメイ

より初期のN吸収量が多いことから，この傾向は品種

についた性格と思われる。したがって，品種別に土壌

打の利用方式を明らかにすることにより，より正しい

封の施肥法が導かれるものと思われる。

次に各試験地において最も多収を示した試験区につ

いて，生育時期別のN吸収割合を求めたものが第4表

である。これによるとトヨニシキは移値期から穂首分

第4表　多収区における時期別Nの吸収割合（％）

品種 試　 験 地 収　 孟 ～ 首 分 ～ 減 分 1～ 穂 荊 ～ 成 熟

レ

大　　 館

K g

5 5．7 2 2 5 2 1 4 5 2

秋　　 田 5 4．1 1 9 5 5 2 1 2 5

イ 本　　 荘 5 5．2 2 5 2 9 1 9 2 9

メ 中　　 仙 8 1．9 2 4 5 5 1 5 2 8

イ 平　　 鹿 d d．占 2 5 5 8 2 5 1 8

平　　 均 2 2．2 5 5 ．4 1 8．4 2 8．0

ト

大　　 館 5 8．8 5 5 2 7 1 8 2 2

秋　　 田 5 4．5 5 5 5 0 2 1 1 8

ヨ 本　　 荘 5 8．4 5 8 2 8 1 7 2 1

シ
中　　 仙 5 4．5 5 9 2 9 1 8 1 8

キ 平　　 鹿 8 5．0 5 8 2 5 1 8 2 1

平　　 均 5 8．2 2 7．4 1 7．2 1 9 ．2

化期までの吸収割合がきわめて多く，次いで穂首分化

期から減数分裂期までが多い。これに対し，レイメイ

は穂首分化期から減数分裂期までが多く，穂揃期以降

の吸収割合も多い。このことからITに対してはトヨこ

シキは前，中期依存型を示し，レイメイは中，後期依

存型とみることができる．

以上の結果から地帯別の土壌から供給される封のバ

ターソと品種の吸収特性を結び合わせることにより，

いつどのくらいの量の施肥をすればよいか，つまり期

待する生育型に接近させるための養分供給を，より効

果的に行ない得ると思われる。

5．乾物生産の地帯性

第2図は無Ⅳ条件下における乾物生産の地帯性をみ

たものである。この乾物重は穂首分化期から出穂摘ま
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第2図　乾物増加と積算気温による地帯性（穂首分化
期から出穂摘まで）

での最も乾物重の増大しやすい期間をプロットし，そ

の乾物重の増加と培算気温との関係より地帯性を表現

しようとしたものである。レイメイ，トヨニッキをこ

みにした相関係数は著しく高く，乾物増加はほとんど

同一線上に乗ることが認められた。このことは，乾物

生産速度には両品種間に差は少なく，むしろ生育の時

期の気温が乾物重を決定しているものとみられる。た

だ試験地別に頗著な違いが認められ，かつ特徴的生育
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相がみられている。施肥条件下における乾物重増加と

破算気温との関係をみると，地帯，品種，施肥法をこ

みにするとr＝＋0．975＊＊＊，ア＝0．99Ⅹ－451．5

となった。また地帯性をみたものが第2園で，特に平

鹿は無Ⅳ条件とは著しく傾向を異にし，乾物重の増加

は本荘をしのぎ，施肥効率が著しく高まっている。こ

の図から次のことが推定される。すなわち平嵐，中仙

は初期の乾物重は確保されやすいが，最終乾物重はそ

れほど増大していないことから，堆肥の増施と適切な

追肥により多収が期待される。本荘は初期生育悪く，

後期の生育量が著しく増大していることより，初期生

育をやゝ増大させるやり方，たとえは，よい苗を作り，

吸収量を多くするとか，表層施肥をより多くするとか

の処置が必要である。大館，秋田は地温が低いため

（別の研究で証明されている）初期から安定した乾物

が得られず，乾物重の増加速度も′」、さい。このことか

ら初期乾物重の増大は陸曹と密経の方向が考えられ，

後期生育は堆肥の増施と追肥により確保されるものと

みられる。次にレイメイ，トヨニシキの品種間差を試

験地をこみにして求めると，両品種の回帰式はほゞ一

致した。しかし，各試験地ごとに，施肥法をこみ忙し，

品種の振れをみると，レイメイはやゝ大きく，トヨニ

ッキは比蔵的安定している。ちなみに地域ごとの玄米

重の変異係数をみても，レイメイは8．7％，トヨニッ

キは8．0％でレイメイの振れは大きかった。このよう

に，品種によって乾物重や玄米重の安定度は異なるも

のとみられる。

各試験地において，最も多収を示した試験区につい

て，各生育時期別の乾物生産配分割合をもとめたもの

が第5表である。

各生育Stago間における乾物の生産配分割合を比

載すると，品種によって明らかな違いが認められる。

すなわち，レイメイは稔揃期以降の割合が大きく，ト

コニシキは連に前期のそれが大きい。このことから，

第5表　多収区における時期別乾物生産割合（％）

品 種 試 験 地 収　 量 ～ 首 分 ～ 減 分 ～ 穂 揃 ～ 成 熟

レ

大　　 舘

K ダ

5 5 ．7 7 2 1 2 1 5 0

秋　　 田 5 4 ．1 8 2 5 1 9 5 0

イ 本　　 荘 5 5 ．2 8 2 2 2 1 4 9

メ 中　　 仙 8 1．9 占 2 5 1 9 5 0

イ 平　　 鹿 8 8 ．d 8 2 5 2 7 4 0

平　　 均 7 ．4 2 5 ．2 2 1．4 4 8 ．0

ト

大　　 館 5 8 ．8 1 2 2 8 2 5 5 9

秋　　 田 5 4 ．5 1 5 2 5 2 1 5 9

ヨ 本　　 荘 5 8 ．4 1 5 2 4 2 1 4 0

シ′
中　　 仙 5 4，5 1 4 2 5 2 0 4 5

キ 平　　 鹿 8 5．0 1 8 2 8 2 0 5 8

平　　 均 1 4 ．4 2 5 ．2 2 1．0 5 9 ．4

両品種はほゞ対照．的な生育相をとるものとみることが

できる。このように各品種について，生育時期別に期

待する乾物の生産割合を明らかにすることは期待生育

型への接近技術を組み立てるに有力な資料となるとみ

られる。

4．　ま　　と　　め

地力Nの供給は地帯，特に土壌によって著しく異な

り，乾物生産も同様である。しかし施肥対応によって

地帯間差がしだいに縮小されうることが明らかとなっ

た。そのためには期待生育における各生育時期別の¶

吸収割合および乾物重の生産割合がどうあるべきかを

明らかにすることが重要と考えられる。そのためには，

土壌から供給されるNと施肥封の利用方式を地帯別

（土壌型別）に明‾らかにすることが期待する生育型へ

の接近のために重要で，こゝでは乾物生塵と町吸収量

の地帯性よりその方向づけを試みた。


